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今回 ※前回 前回比 今回 ※前回 前回比

統括部　企画統括課　

■〔4月CP〕プロパン：$555 (前月比▲$165）、ブタン：$545（前月比▲$195）　■〔3月MB平均〕：$413（前月比▲$18）

エネルギー市場

原油 先物(USD/BBL) 今回 前回 前回比

NY/WTI（5月） 80.71 70.90 +9.81

LPガス 先物（USD/MT) AL熱量換算比

プロパン 予想値 今回 前回比 今回 前回比

北海Brent（6月） 84.94 76.69

CP 5月 564 79%

9月 10月

MB 4月 432

571

プロパン 5月 6月 7月 8月

CP 先物 554 550 552 561

プロパン 6月 7月 8月

外航フレート（USD/MT) 4/4時点

9月

MB 見通し 434 436 438 442 447

米国ー日本
（パナマ運河経由）

100.0

為替／TTS 4月予測 3月 2月

中東ー日本 63.0

1月

131.35

LPG元売り4月改定幅（円/ｔ） プロパン ブタン

USD／円
20日〆 133.27 136.24 132.23 132.51

末日〆 133.65 134.92 133.75

アストモスエネルギー 改定レンジ： -11,200 -15,800

ジャパンガスエナジー 改定レンジ： - 8,750 -13,430

ENEOSグローブ 改定レンジ： -11,100 -15,700

ジクシス 改定レンジ： -11,100 -15,600

マーケット概況

NYダウ （US＄） 33,489.94 32,560.60 929.34 TOPIX （円） 1,983.84 1,965.48 18.36

S&P500 （US＄） 4,088.98 4,002.87 86.11 金（Gold)先物

米国債券10年利回り （％） 3.290 3.570 ▲0.28 VIX恐怖指数 （％） 19.60 21.38

（US＄） 2,037.70 1,941.80 95.90

▲1.78

日経平均 （円） 27,813.26 27,748.06 65.20
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（ウィーン現地時間：9/1  17:00）

今週のTOPIC

OPECプラスの日量116万バレル減産発表により原油価格が上昇

当レポートの内容は伊藤忠エネクス㈱ホームライフ部門　統括部／企画統括課の発行日における見解を記したものであり、その正確性、完全性を保証したものではありません。
また本レポートの無断掲載・転送・改変を禁じます。
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統括部　企画統括課　

原油概況

強気・
上昇要因

① 米国石油協会が週間在庫統計を発表し、米国原油は430万バレルの減少

★OPECプラスの日量116万バレル減産により ブレント原油1日で＄5/バレルの上げ

影響度

② 米国ゴールドマンサックスは2024年までに原油$100/バレルを予想

③ イラク政府とクルド自治政府、石油輸出再開の暫定合意に調印

② 米国供給管理協会発表の製造業景況指数が悪化（米国景気懸念）
弱気・

下降要因

① 米国商務省発表の個人消費支出は1年5か月振りの低水準

③ イエレン米国財務長官、OPECプラスの減産は消費者負担を増を懸念

★OPECプラスの日量116万バレル減産発表　5月CP先物価格は$26/トン上昇

LPガス概況

（強気） OPECプラス、サウジアラビアの減産を受けてCP先物は上昇基調

（弱気）
① 米国EIAプロパン在庫4,4百万トンで高在庫が続く（昨年比162％）

※EIA：米国エネルギー省エネルギー情報局

② LPG船市況価格は中東、米国ともに実需弱く価格は下落

「OPECプラスと共同閣僚監視委員会」

・OPECプラスは、石油輸出国機構（OPEC)にロシアやメキシコなどの非加盟国を加えた国々で

　構成されています。発足の経緯は、米国でシェール革命が起き、今まで石油・LNG等が生産

　されていなかった場所から算出されることとなり,これに危機感を覚えたOPECは、当時、非

　加盟国であった11か国と協定を結びました。これがOPECプラスの成り立ちとなります。

・今回は、共同閣僚監視委員会の会合の後、OPECの会合が予定されておりましたが、共同閣僚

　監視委員会の前にOPECが急遽減産発表をしたことにより、当初減産方針は据え置きを予想

　していた市場は意表をつかれ、その結果、原油価格の上昇に繋がりました。
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（ウィーン現地時間：9/1  17:00）

今週のTOPIC

OPECプラスの日量116万バレル減産発表により原油価格が上昇

当レポートの内容は伊藤忠エネクス㈱ホームライフ部門　統括部／企画統括課の発行日における見解を記したものであり、その正確性、完全性を保証したものではありません。
また本レポートの無断掲載・転送・改変を禁じます。


